８　アート＆トーク・デリバリー（出張アート教室）

北海道内各地の学校に、美術館の所蔵品を持参して児童・生徒等に実作品を見てもらい、設定したテーマに沿って、映像による補助資料ともあわせて、わかりやすく鑑賞の手ほどきを行うことで、児童・生徒の美術や美術館への理解、関心を高めてもらうととともに、学校関係者に道立美術館等を学習の場として広く活用できることを認識してもらう、美術館と学校の連携事業である。平成23年度の当館での試行を経て、平成24年度からは、道立美術館・芸術館6館全体の取り組みとして実施した。全体で13校実施のうち、当館（近代美術館・三岸好太郎美術館）では、石狩・後志・胆振管内の計６校で実施した。

実施校数：6校（小学校3校、中学校3校）
実施回数：9回
受講者数：273名


	テーマと作品
	学校
	日程
	対象

	「美術のなかのモンスター」
内容：古今東西の美術のなかにあらわれる異形の怪物に焦点をあて、幻想や風刺などそこに込められた表現意図や時代的背景などについて紹介する。

作品：ダリ「『シュルレアリスムの思い出』天空の象」（版画）、フォロン「ジャングルの静物」（版画）
実施者：学芸第三課長　中村聖司
	小樽市立松枝中学校
	10/16（火）
①13:35～14:25
②14:35～15:25
	1年生２ｸﾗｽ
①27人②26人

	「摺る・擦る・刷る？！　版画・プリントアートの不思議」
内容：プリントアートの表現の広がりについて道内作家の作品を用いて紹介する。

作品：一原有徳「RON15」（版画）、岡部昌生「L・A・P・U・T・A」（版画）、北岡文雄「羅臼岳錦秋」（版画）、渡会純价「ON STAGE(E)」（版画）
実施者：学芸員　福地大輔
	苫小牧市立糸井小学校
	10/25（木）
13:15～14:00

	6年生１ｸﾗｽ　38人

	[bookmark: _GoBack]「不思議の世界」
内容：一見、普通だけれど、よく見るとなんだか変？見る者をはっとさせる不思議の世界をつくりだす芸術家の想像力について考える。

作品：マグリット「『マグリットの落とし子たち』マ・メール・ロワ（マザー・グース）」（版画）
実施者：学芸員　村山史歩
	石狩市立厚田中学校
	10/30（火）
13:15～14:05

	１～３年3ｸﾗｽ　
計22人
その他参観者

	「浮世絵―表現のひみつを探る」
内容：浮世絵の表現や技法、古来の鑑賞方法について、西洋絵画とも比較しながら、その特徴や魅力について紹介する。

作品：歌川国貞「雪月花のうち」（版画）
実施者：主任学芸員　土岐美由紀
	伊達市立大滝中学校
	11/2（金）
13:10～14:00
	１～３年4ｸﾗｽ　
計22人


	「三岸好太郎、迷いながらも前進！」
内容：実物の作品で塗りつぶされた部分を手がかりとして、試行錯誤する描き手の気持ちに触れる。

作品：三岸好太郎「静物（水瓜とぶどう）」（油彩）　
実施者：三岸美術館学芸員　苫名直子
	恵庭市立若草小学校
	11/6（火）
①10:40～11:25
②11:30～12:15
	6年生2ｸﾗｽ
①40人　②40人

	「ユーモアカップ、土からうまれたアート～実用から表現へ」
内容：工芸が実用から離れ、アートとして表現領域を拡大していることを紹介。また、アートの中の遊び心についても紹介する。

作品：アーンツ「無題」（陶芸）ラルソン「無題」（陶芸）レヴィン「無題」（陶芸）
実施者：主任学芸員　五十嵐聡美
	室蘭市立本輪西小学校
	11/7（水）
①13:30～14:15
②14:20～15:05
	5・6年生2ｸﾗｽ
①31人　②17人



